
 以下に掲げる事項を景観形成方針として定め、基本理念実現のために町の景観形成に

取り組んでいきます。 
 

景観形成方針（案） 
 

地域区分ごとの方針を以下のように定めます。 
 
（1） 地域区分（面）の方針 
 
山地・森林地域 

方針 
 森林の有する多面的機能を発揮できるよう、持続的な整備を進めるとともに、豊か

な自然を感じられる山地・森林景観を目指します。 
 
実現に向けて 
町民の役割 

所有している山林の持続的な手入れや区有林などの整備に積極的に参加します。 
 
事業者の役割 
 森林の機能を損なわないような整備や事業活動を行なうように努めるとともに、人

材育成や啓発活動などへ協力をします。 
 
地域の役割 
 森林を地域の貴重な資源として捉え、区有林や財産区林などの整備を積極的に行な

うとともに、人材育成や啓発活動などへ協力します。 
 
町の役割 

それぞれの取り組みを支援するとともに、相互に関連する取り組みに対しては、連

携して進められるような組織づくりを進めます。 
 
関連計画や諸施策と連携しながら、長期的な視野に立った整備を行ないます。 
 
森林との触れ合いの場の提供や、後継者・ボランティアなどの人材育成に努めます。 

 
田園地域 

方針 
 「伊那谷」の特徴の一つである、広々とした農地や、農地と一体となった集落景観

を守り育てます。 
 
実現に向けて 
町民の役割 
 日々の暮らしにおける、周辺の緑化や維持管理、また地域や町の景観活動に積極的

に参加します。 
  
事業者の役割 
 経済活動の際には、周辺の田園景観と調和したものになるように、積極的な提案や

事業を行なうよう努めます。 
 



地域の役割 
 良好な田園景観を形成できるよう、地域の景観の特徴を理解し、個人やそれぞれの

立場のつながりや活動を町とともにサポートします。 
 
町の役割 

それぞれの取り組みを支援するとともに、相互に関連する取り組みに対しては、連

携して進められるような組織づくりを進めます。 
 
まとまりのある農地を有する地域にあっては、農業振興地域計画と連携した計画的

な土地利用により、良好な田園景観を維持していきます。 
 
農業体験の場の提供や、後継者・ボランティアなどの人材育成に努めます。 
 

 
住居地域 

方針 
 落ち着いた佇まいの住宅地となるよう、景観形成を進めます。 
 
実現に向けて 
町民の役割 
 隣三軒と協力して、周辺と調和した落ち着きのある住居景観の形成に取り組みます。 
 
事業者の役割 
 画一的な事業活動とならないよう、事業地域の景観特性を十分理解した上で事業を

行ないます。 
 
地域の役割 
 地域の歴史・文化を踏まえた上で、景観特性を再認識し、地域としてまとまりのあ

る住居景観を形成します。 
 

町の役割 
 それぞれの取り組みを支援するとともに、相互に関連する取り組みに対しては、連

携して進められるような組織づくりを進めます。 
 
 歴史的・文化的に価値のあると認められる資源や景観については、保全できるよう

支援を行なっていきます。 
 

商工業地域 
方針 
 周辺にある住宅や農地などと調和のとれた景観形成を進めるとともに、活気のある

商工業地の景観を目指します。 
 
実現に向けて 
町民の役割 
 事業者・地域・町が行なう景観の活動や取り組みに積極的に参加するよう努めます。 
 
事業者の役割 
 事業活動がまち並みを構成する重要な要素の一つであることを自覚し、周辺の景観

と調和した景観形成に努めるとともに、賑わいのある商工業地の景観を目指します。 



  地域の役割 
 個人や事業者と協力して周辺と調和のとれた景観形成に取り組みます。 
 
町の役割 
 それぞれの取り組みを支援するとともに、相互に関連する取り組みに対しては、連

携して進められるような組織づくりを進めます。 
 
上位計画や関連計画との整合性のとれた計画的な土地利用により、良好な商工業地

の景観を形成します。 
 
 空き店舗や空き地などを有効活用し、賑わいのある商工業地の景観形成を図れるよ

うな施策を展開します。 
 
（2） 地域区分（軸）の方針 
 
河川 

方針 
 それぞれの河川特性を活かした景観とするとともに、安全で親しみのある空間とし

ての整備を進めます。 
 
実現に向けて 
町民の役割 
 地域や町が主催する河川清掃などの環境活動に積極的に参加し、良好な河川景観の

形成に取り組みます。 
 
事業者の役割 
 事業を行なう際には、河川環境に配慮すると共に、景観の連続性や見通しが阻害さ

れることの無いように努めます。 
 
地域の役割 
 河川景観に大きく作用する連続性や水辺環境を保全するために、河川清掃などの環

境活動を行ないます。 
 
町の役割 
 それぞれの取り組みを支援するとともに、相互に関連する取り組みに対しては、連

携して進められるような組織づくりを進めます。 
 
河川沿いの整備については、安全性を考慮した上で、水辺環境の保全と魅力的な河

川景観となるよう進めます。 
 

沿道 
方針 
 何度も訪れたくなるような、魅力的な沿道を目指して景観形成を進めるとともに、

良質なビューポイントの保全・創出を行います。 
 
実現に向けて 
町民の役割 
 道路側からの見え方や連続性を意識し、調和のとれた良好な道路景観の形成に努め

ます。 



事業者の役割 
 沿道で事業を行なう際には、周辺景観との調和を大切にし、より良好な景観となる

よう積極的に事業提案を行なうように努めます。 
 
地域の役割 
 連続する沿道景観は地域の魅力の一つとして捉え、より良好な景観となるよう努め

ます。 
 
町の役割 
 それぞれの取り組みを支援するとともに、相互に関連する取り組みに対しては、連

携して進められるような組織づくりを進めます。 
 
良好なビューポイントとしての資質のある場所については、その魅力がより高まる

よう、町民・事業者・地域と協力しながら整備を進めます。 
 

段丘林 
方針 

  段丘林の連続性を損なわないよう、適切な管理により保全していきます。 
 

実現に向けて 
町民の役割 

   伊那谷を特徴づける段丘林の魅力を損なわないよう、その整備に協力します。 
 

事業者の役割 
   事業を行なう際には、段丘林の連続性が損なわれないようにし、修景を心がけます。 
   

地域の役割 
   段丘林は地域の資源の一つとして捉え、その整備に協力します。 
 

町の役割 
   それぞれの取り組みを支援するとともに、相互に関連する取り組みに対しては、連

携して進められるような組織づくりを進めます。 
 
   森林整備計画に従い、段丘林の適正な管理が行なわれるように、町民・事業者・地

域に助言を行ないます。 
 
 


